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量子中継は、量子ネットワーク内で量子情報を転送するための技術である。量子中継の主要な

目的は、距離に対して指数関数的に増える伝送光子の損失を克服することであるが、距離によら

ない多様な量子デバイスを接続するための一般的な技術としても応用できる。近年、量子中継の

プラットフォームとして、長寿命核スピン量子メモリと光子と相互作用可能な電子を有するダイ

ヤモンド中の窒素空孔（NV）中心が期待されている。これまでに、NV中心を用いた 3ノードの

量子ネットワークでの実験実証[1]が報告されているが、現状では転送速度、転送確率、忠実度の

低さから量子中継としての優位性は示せておらず、共振器構造[2]による NV中心単体の発光レー

トの向上や NV中心の集積化が課題となっている。 

我々は、誤り耐性をもつ幾何学的自由度を用いた量子中継を実現するために、発光に基づく電

子スピンと光子のもつれ生成[3]、吸収に基づく光子から核スピンへの量子状態転写[4]に成功した。

さらに、集積化された NV 中心を光の回折限界の分解能で制御するための手法を開発し[5]、NV

中心の多重化によって量子中継を高速化するプロトコルを提案した[6]。本講演では、これらの成

果と展望について議論する。 
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